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○これまで大肥の郷まちづくり会議のメンバーと地域
の方々で集まって話し合い、大鶴・夜明地域の目指す
将来像を示す「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」を策
定しました。 

 

○これからはビジョンの内容の実現に向けて、さらに
地域の皆さんと一緒に話し合いを行って具体的に何
をするかを決めていく予定です。 
 
○わたしたちは、この「おとな先生」をきっかけに大明
中学校の皆さんにも大鶴・夜明地区の未来につい
て、これから一緒に考えてもらいたいと思っていま
す。 
 
○この地域の未来を担う皆さんから、大人たちでは
考えつかないようなこと、面白いこと、何でも良いの
で教えてください。一緒に考えていきましょう！ 

★大肥の郷まちづくり会議の川述副会長から『大肥の郷まちづくり将来 
ビジョンができるまでの経緯等』を説明 

「大肥の郷まちづくり会議」 川述副会長が説明 

みなさんの意見が「大肥の郷

まちづくり将来ビジョン」に

反映されています！ 

○開催日時 【第 1 回目】令和４年１２月１９日(月) 【第 2 回目】令和 5 年 2 月 6 日(月) 
○開催場所 大明中学校体育館 
○参 加 者 大肥の郷まちづくり会議メンバー、大明中学校１年生～３年生 51 名の生徒の皆さん、一般社団法人

NINAU（ニナウ） 
○内  容 「大肥の郷まちづくり会議」のメンバーが「おとな先生」となり、「大肥の郷まちづくり将来ビジョン」

をもとに、大明中学校の生徒の皆さんがビジョンの内容を実現するために自分たちが取り組めそうなこ
と、地域のおとなと一緒なら取り組めそうなことなどを話し合いました。 

※「おとな先生」とは？ 
 「おとな先生」は市の事業で、日田市で働くおとなが学校の授業の中で〔自分の仕事について〕こどもたちに話を 

する企画です。こどもの頃から仕事について知り、将来の進路や仕事について自分で考えられるこどもを地域と企 
業で育てていこうという取り組みです。一般社団法人 NINAU（ニナウ）が市から事業を受託して実施しています。 

「第１回目」 

12 月 19 日(月) 

「大肥の郷まちづくり会議」×「おとな先生」とのコラボレーション企画 

「大肥の郷まちづくり将来ビジョンをもとに、みんなで地域の将来を考えよう」 

★大肥の郷まちづくり将来ビジョンの内容を見て、自分たちで
取り組めそうなことなどを話し合いました 
トークセッション 

裏面は「第２回目（2/6）」の内容です→ 

「大肥の郷まちづくり会議」 

梶原孝俊会長 



 

 

 

大明中学校全校生徒の皆さんと大鶴・夜明地区のまちづくりに関する意見交換（グループワーク）を行いました。

生徒の皆さんが 3～4 人のグループ（計 11 グループ）に分かれ、ビジョンの内容を実現するために取り組めそうな

ことを重点プロジェクト（①地域の資源を活かした地域振興 ②日田彦山線沿線の美しい景観を活かした地域振興 

③安心して暮らせる地域づくり）ごとに考え、発表を行いました。 

「第２回目」 

２月６日(月) 

【お問い合わせ】大肥の郷まちづくり会議事務局（日田市まちづくり推進課）電話：２２－８３５６ メール：machidukuri@city.hita.oita.jp 

★中学生の皆さんが考えた意見 

１年生（２グループ） 

２年生 

（5 グループ） 

３年生（４グループ） 

★発表ではいろんな意見がありました★ 

 

②●お花見スポットを作る     ●駅を利用して学習室をつくる          ③●ボランティアで地域の人と交流を増やす 

●インスタ映えスポットをつくる ●駅の待ち合い室をペイントする          ●地域で防犯教室を開く  ●災害対策 

●駅周辺で地域のおじいちゃん、おばあちゃんが作った手作りおかし販売（いっしょに） ●自転車が通りやすいように、道を整備する 

●季節ごとにイルミネーションをする。                       ●交通量が多いところにポスターや看板をつくる 

●果物を使った食べ物を作る（スイーツ、ジュース）                  ●鹿対策   ●安心安全な特産物 

 

①●木で大きなモニュメント（像）を作る 

●地域の人と野菜づくり、地域でできた野菜を販売する 

●木のブランコをつくる 

●清掃をして環境や設備を整えて PR をする（三日月山の展望台） 

●花でイラストや文字を作る ●PR 動画を地元の人を使って作る 

一部を紹介

します！ 


